
￨

V01.2    ノ″a2    pecem,er.1971

び tⅢ とるIず
―

.大阪甲虫同好会
姿盗鎗笛畜

>、r/↓ァ





計
次目

○  灯人に飛来 した岩湧山の甲虫類について -4-
2

1
V  調査資料の報告 と解説

(38)テ ン トウムシ科

(39)  テ ン トウダマ シ科

(40)  ヒメマキムシ科

(41)  コキノユム シ科

(42)  ゴ ミムシダマ シ科

(43)  ハム シダマ シ科

(44)  クチキムシ科   …

(45)  ナガ クチキムシ科

(46)  ハナノ ミダマ シ科

(47)  ハナノ ミ科   ……

(48)  カ ミキ リモ ドキ科

(49)  ッチハ ンミヨウ科

(50)  ア リモ ドキ科

(51)  ニセクビボソムシ科

(52)  カ ミキ リムシ科   …

日本のハネカクシ覚 え書 き

新 入 会 員

絡

集  後  記

2

2

2

2

6

6

11

11

11

11

15

15

15

15

・16

22

27

29

80

4

05

2

7

7

19

-1-(林    靖   彦 )

国

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

連

　

編

咽
劇



灯下に飛来した岩湧山の甲虫類について -4-
V  調査資料 の報告 と解説

(38)テ ン トウムシ科  C OCCinel ndac

種 の同定は(1)12)(3)(Dを 宮武睦夫氏 に おヽ麟 し、他の 4種 は我 々で行 った。

1.S Cymaus(P ullus)hilaris ivIOTschuLSKY,コ クロヒメテントウ

2.S cyrAnuS(S cymnus)LEWIS,  トビイロ ヒメテ ン トウ

3.Serangium iaponicurn cHAPIN,ク ロッャテントウ

4.H armonia axyridis(PALLASう ,テ ントウムシ

5。 Eocaria muiri TIMBERLAKE,ム ーァシロホシテントウ

6. P ropylea japonica(THUNЬ ERG),ヒ メカメノコテントウ

7.Neomysia nippOnttca YUASA,ジ ュゥロクホシテントウ

8.Illeis kOebelei TIMBERLAKE,キ ィ0テ ントウ

(39)  テ ントウダマシ科  EndOmychidae

この種は我々で同定 した。

1. Ancylopud melanOcephalus OL I VI ER,

6月 25日午後11時に飛来した1頭だけである。

ヨツボシテントウダマシ

(野村 )

(40)  ヒメマキム シ科  Lathridiidae

種 の同定 は久松定成氏 に おヽ願 い した。

1,  S tephostethus  ぎp.

2.  Mclanophthalma (cOrticarina)gibbosa

3。  Wκ elPnophthalma(s.str.)distingu enda

4.Cartodere cOnstricta Hu出 [酌IE L

HERBST,
ウスチャケシマキムシ

COMOLLI

(41)コ キノコムシ科 Mycetophagidae

種の同定は(り を宮武睦夫氏,121を 久松定成氏におヽ願いした。

1, 1彰とycetophagus antennatus(REITTER),  ヒゲブ トヨキノコムシ

2.Typhea pallidula REITTER,キ ィロコキノコムシ

ー2-



Ⅳ

６

Ⅳ

絡

Ｖ

盟

Ｖ

２

Ｖ

絡

Ⅵ

８

Ⅵ

２５
Ⅵ
17

監
２３

Ⅷ

協

Ⅷ

拗

Ⅸ

ｌ０
計

1 コクロヒメテントウ 1 1 2

2 トビイロヒメテントウ 1 1

3 クロツヤテントウ 3 1 4

4 テントウムシ 2 5 盟 4o 盟 1 5 4 105

5 ムーァシロホシテントウ 1 1 2

G ヒメカメノコテントウ 4 8 7

7 ジュゥロクホシテントウ 3 2 1 1 7

8 キイロテントウ 1 閉 12 21 12 7 17 鶏 6 119

(38)テ ン トウム シ科

(39)テ ン トウダマシ科

酢￨

1 ヨツボンテントウダマシ 1 1

(40)ヒ メマキ ム シ科

1 StephOst ethutt sp.
1 2 8

2 ゥスチヤケシマキムシ 10 2 7 9 9 10 11 4 45 J07

3 lV■  distinguenda 1 1

4 C. constric ta 1 1 1 3

(41)  コキノコムシ科

ヒゲブトコキノコムシ1 1 1 1 1 4

2 キイロコキノコムシ と 1ん

-3-



時

Ⅳ
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Ⅳ

附

Ｖ

盟

Ｖ

２

Ｖ

路
Ⅵ
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Ⅵ

２５
Ⅶ
Ｖ

Ⅶ
２３

耽

３

Ⅶ

拗

Ⅸ

ｌ０ 計

7

8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 2 0 6 6 6 盟 4 6 10 4 鶴

9 0 0 0 0 4 器 9 9 5 4 8 68

10 0 1 0 7 6 13 16 4 7 2 66

0 0 9 2 7 7 7 4 5 0 41

12 3 3

計 0 0 8 0 誘 盟 49 56 艶 19 26 10 247

テ ン トゥムシ科   飛来個体数の季節的変化 と時間帯

テ ン トウム シ科 テ ン トウム シ牟￨

℃

∞

勁

欄

艶

約

１０

飛

来

個

体

数

陶

鉗

副

範

３０

附

１０

飛

来

個

体

数

7    8    9    1o    ll    12 1      2

時間

3    4    5
没

後

飛来時亥」と飛来個体数        日没時刻 と飛来個体数

(考   察 )  
´

テ ントウ小シ科の飛来遺 5月 由旬に始まう、秋までみ られ、 7月 由旬にピーク

がある。そ して 8種 247個体の飛来がみ られるが、その 90%は キイロテン トゥ

とテントゥムシで占め られる。キイロテントゥl′ょ5、 6月 と8月 中旬に、テント

ウムシでは 7月 由旬にそれぞれ飛来数のピークがあり、両種の飛来は非常に長期

間にわたるのに姑 して、他の 6種は比較的短かし/ゝ 期間 しか飛来 しない。

これ らの飛来状況 より、キィロテントウ以外の種では年 1回 の発生 と考え られ

-4-



る。また飛来時刻をみると、 日没後 2～ 4時 間に全体の 80%が 飛来 していて、

日没直後に飛来す る個体数は他の甲虫にくらべて少ない。 (野 村 )

ヒメマキムシ科   飛来個体数の季節曲変化 と時間帯

ヒメマキムシ科 ヒメマキム シ科

40 範

艶

約

１０

飛

来

個

体

数10

飛

来

個

体

数

7891011 12345
時 間

日没時刻 と飛来個体数

日
没
後

●、

飛 来時刻 と飛来個体数

(考   察 )

ヒメマキムシ科は飛来個体数の 94%が ウスチヤケ シマキムシで、それ以外に

は 3種 7頭の飛来がみ られるにす ぎノょ―い。ウスチヤケシマキムシの飛来は 5月 中

旬から始なり、ほ 一ゞ定数が 8月 なで続 き、 9月 にピークになる。 しか し、その

後の飛来状況を調査 していないので、発生の様子を推定することld難 か しし
′ヽっな

た飛来時刻についてみると、国没後 1～ 4時間の間はほ 同ゞ数の飛来がみ られる。

(野村 )

-5-

月 日

時

Ⅳ
・６

Ⅳ

路

Ｖ

弘

Ｖ

２

Ｖ

器

Ⅵ

・８

Ⅵ

２５

Ⅶ
・７

Ⅶ

路

監
・８

Ⅷ

附

Ⅸ

ｌ０ 計

7 0 0 2 0 0 0 0 1 0 10 1 6 劾

8 0 0 5 0 2 1 3 5 6 1 2 12 舘

9 0 0 1 0 0 1 5 2 1 0 1 14 25

10 0 2 0 0 2 2 2 3 0 0 12 路

11 0 1 0 4 0 0 1 0 0 8 9

ュ副 0 0 0 2 8 10 10 11 4 47 114



￢

(42)  ゴ ミムシダマシ科   TenebriOnidae

これ らの種は我々で同定 し、 4.は 宮武睦夫氏 におヽ願 い した。

1.GOnocephalum cOriaceum iv10TScHULSKY,   コスナゴミムシダマシ

2,Diaperis levisi BATES,  モンキゴミムシダマシ

3.P latydema recticorne LEWIS,  ッノボソキノコゴミムンダマシ

4.A lphitophagus bifasciatus SAY,  フタォビッヤゴミムシダマシ

5.CerOpria induta wI EDEMANN,  ナガニジゴミムンタマ゙シ

6.U10ma bOnzica MARSEuL,  ョッコブゴミムシダマシ

7.Uloma excisa GEBIEN,  ォォェグリゴミムシダマシ        ｀
  ′

8.Ulom,marseuli NAKANE,  ェグリゴミムシダマシ

9.HypophiOeus gentilis LEWIS,ァ メイロホソゴミムシタ
゛
マシ

10. TOXicum tricornutum wATERHOusE,   ミッノゴミムシダマシ

11.Tetraphyllus lunuliger MARSEUL,  ニジゴミムシダマシ

12.S imalura coeruleaLEttI S,  ルリツヤヒメキマワリモドキ

13.S trOngylium nipOnicum LEWIS,  クロナガキマワリ

14.ElixOta curva MARSEuと ,  コマル■マヮリ

(43)  ハム シダマシ科  Lagriidae

これ らの種は我々で同定 したと

1.Lupropus sinensis lヽ IARSEUL,  ヒゲブトゴミムシダマシ

2,HeterOtarsus carinula上 yヽェARSEUL,  スジョガシラゴミムシダマシ

3.Lagria nigricOllis HoPE,  ハムシダマシ

4.Nemostira ruFobrunnea lV■ ARSEUL,  ナガハムシダマシ

6



】

Ⅳ

６

Ⅳ

２３

Ｖ

・４

Ｖ

２

Ｖ

２８

Ⅵ

弼

Ⅵ

％

耽

Ｖ

Ⅶ

閉

Ⅷ

８

Ⅷ

鮒

Ⅸ

Ю 計

1 コスナゴミムシダマシ 1 1

2 モンキゴミムシダマシ 11 5 4 1 21

3 ツノボツキノコゴミムン
～
シ 2 2

4 フタオビツヤゴミ時 ずマシ 1 1

5 ナガニジゴミムシダマシ 2 2 4

6 ヨツコブゴミムシダマシ 1 7 10 1 19

7 オオエグリゴミムシダマン 27 16 43

8 エグリゴミムシダマシ 7 4 1 12

9 アメイロ
～
ゴミムシダマシ 1 1

10 ミツノゴミムシダマシ 1 1

ニジゴミムシダマシ 2 2

12 ルリッヤヒメ■マワリモドキ 1 1

協 クロナガキマワリ 1 1

14 コマル■マワリ 1

(42)  ゴ ミムシダマシ科

(48)  ハムシダマシ科

1 ヒゲブトゴミムシダマシ 7 88 38 6磁 Υ

“

23 5 67 9 1052

2 スジヨガシラゴミムシダマシ 2 1 8

3 ハムシダマシ 3 3

4 ナガレヽムシダマシ 143 7 8 32 1 191

7-
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ゴ ミムシダマシ科   飛来個体数 (種類数 )の 季節的変化 と時間帯
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――－一 モンキゴミムシダマシ

ペ

か
＼

＼
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/ ＼
k

12345

時間

日没 時刻 と飛来率

(考
｀
ゴ ミムシダマ シ科の飛来は 6月 由旬 に始 渡 ♭ 7月 下旬 域 でみ られ、そ の後 の飛

来数 はわずかにす ぎない。飛来 個体数 の ピー クは 7月 中 o下旬 だが、そ の 90%

以上はU10m a group(ェ グ リゴ ミム シダマ シ 。オ オェグ リゴ ミムシダマ シ ●ヨ

ツコブゴ ミム シダ マ シ )で 占め られ る。飛来不
=類

数 での ピークは 6月 下旬で ある

(14種 の うち7種がみ られ る )。なた個 々の種 の出現期 間 をみ ると、 モ ンキ ゴ ミ

ム シダマ シ以外の 13敵 非常 に短期 間 しか飛来 しない。

-8－

7891011

飛来 時刻 と飛来個体 数

察 )

没
後



そ してそれ らの飛来佃体数 のピークはひとつ しかないことか ら、 1年に 1回 だけ

発生すると考え られる。さ らに出現期 に よnて、次の 3型 に大別 してみた。

I型    6月 由 o下旬に出現するナガニジゴ ミムシダマ シな ど8種

(モ ンキゴ ミム シダマ シは 7月 下旬に も一部は飛来 しているが、後

述の飛来状況か ら判断す ると  ゝI型に含 まれる。  う

Ⅱ型    7月 由 o下旬に出現するUloma grOupと ニジゴミムシダマシの4種

Ⅲ型   8月 下旬か ら9月 に出現す るフタオビツヤゴミムシダマ シとル リッ

ヤ ヒメキマワリモ ドキの 2種

次に飛来時刻 を調べると、 日没後 2時間以 内′【:飛来する個体数は こ型 では 50

%未満であるのに対 して、 Ⅱ型では 95%に 達す る。そ してⅢ型では 2頭だけ し

かないが、
イ
両個体 とも日没直後に飛来 している。 これは出現期 の遅 い種 ほ ど、飛

来時亥」が早 いことを示 している。なた■ ンキゴミムシダマンにみ られ るように、

I型の種が Ⅱ型の出現期に飛来する場合は、 日没 3～ 5時間後 と非常に遅 く、 こ

型の飛来時刻 とオーバ ーラップ しないばか つか、 I型本来の飛来時亥」ようも遅い。

これ らは個 々の種 の生翌的なものに起因す るのではないだろうか。 (野 村 )

ハムシダマシ科   飛来個体数の季節的変化 と時間帯

計

く

月 日 Ⅳ
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路
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２８

Ⅵ

・８

Ⅵ

２５
￨

￨

Ⅵ

Ｖ

Ⅶ

路

Ⅶ

鰐

Ⅷ

鋤
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9 0 21 lF) 5 7 199 89 5 2 2 10 1 307

10 19 4 0 8 50 15 5 6 0 4 1 112

6 1 8 31 8 5 8 0 2 0 謗

計 0 lЮ 95 8 70 662 99 60 路 b 鶴 9 1249

-9=



却

662

ハムシダマシ科の塾現期

―
ヒゲブ トハムシダマシ

ーーーナガハムシダマシ

―
－ハ ム シダムシ科

及 び ヒゲブ トゴミムシダマシ

ガハムシダマシ

酌
　
　
硼
　
　
酎

飛

来

個

体

数

鮒
　
　
郷
　
　
１０

飛

来

率

　

ワ
υ

削

期

制

期

・００

飛

来

個

体

数

く

Ⅸ

ｌ０

Ⅷ
拗

Ⅶ
３

Ⅶ

閉

Ⅶ

Ｖ

Ⅵ

２５

Ⅵ

偲

Ｖ

器

Ｖ

２

Ｖ

盟

Ⅳ

路

Ⅳ

６日

40

/

1  2  8  4  5

＼￨

￨

7麻
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飛来時刻 と飛来個体数

察 )

′、ムシダヤシ科の飛来は4種で1249,頂 でぁるが、その 84%巌 ヒゲブトゴ

ミムシダマシ、 15%は ナガハムシダマシで占められる。そこでこめ2種につぃ

て調べると、ヒゲブトゴミムシダマシは4月 下旬から秋含での長期間にゎたつ飛

来 し、 5月 中旬と8月 下旬た小さなピークカ`あり、 6月 中旬に大きなピークがみ

られる。 これか らヒゲブ トゴミムシダマシは 1年に 2～ 3回発生するものと考え
られる。 これに対 してナガハムシダマシは 4月 下旬か ら5月 下旬までの短期間 し

か飛来 しないことから年 1回発生するものと考え られる。 (前記以外で飛来 した

のは 7月 17日 に一頭あるのみ )  ・

日
没
後

日没時亥」と飛来率

(考

＼

ヒ _

-10-



次に飛来時間をみ ると、両種 とも日没後 2時間以内にその 70～ 80%が 飛来

す るが、 ナガハ ムシダマ シよつヒゲブ トゴ ミムシダマンの方が少 し早 めに飛来 し

ている。

他の 21重 (ス ジコガ シラゴ ミムシダマ シ、ハム シダマ シ )は 飛来数が少 ないの

で考察は難か しらが、そのl′ょとん どが 9時以後に飛来 している ことは前述 の 2種

と相違 している。  (野 村 )

(44)ク チキム シ科   A n eculidae

種の同定は芝 田大一氏 にか願榛 した。

1.Allecula melanaria MAKL IN,  クチキムシ

2.Allecula tenuis MARSEUL,  ホソァヵクチキムシ

3.ISOmira oculata MARSEUL,フ ナガタクチキムシ

(45)  ナガクチキムシ科   Melandryidae

種の同定は芝 田太一氏 にか頗 い した。

1.Anisoxya ocularis NOMURA et KATO   ォォメホソナガクチキムシ

2.Serropalpus niponicus LEWI S,  キイロホソナガクチキムシ

(46)  ハナノ ミダマシ科   S Craptiidae

種 の同定は野村鎮氏 rと おヽ願 い した。        ・

1. Anaspis marsculi CSIKI,   クロフナガタハナノミ

2.P entaria chkurai NAKANE,  ォォクラフナガタハナノミ

3.EctasiOcnemis shirozui CHUJ③ ,  ォォフナガタハナノミ

4.S craptia liveas lΨ ttARSEUL,  キィコハナノミダマシ

(47)  ハナノ ミ科   MOrdellidae

種 の同定は野村鎮氏 に おヽ願 い した。

1.MOrdellistena kirai NOttURA,  キラヒメハナノミ

2.Falsomordellistena hananoi NOfyttURA,  ァ、ナノヒメハナノミ

-11-



￢

3.Falsomordellina luteoloides NOと /ヽ1U R A,  ナ ミアカヒメハナノミ

(44)ク チキムシ科

(45)ナ ガクチキムシ科

1 オオメホソナガクチキムシ 1 1

2 キイロホソナガクチキムシ
￨

1 1

(46)ハ ナノミダマシ科

1 クロフナガタハナノミ 4 2 8 9

2 オオクラフナガタハナノミ 2 17 5 3 解

3 オオフナガタハナノミ 2 2

4 キイロハナノミダマシ 1 1

(47)ハ ナノ ミ科

1 キラヒメハナノミ 1 1

2 ハナノヒメハナノミ 1 1

3 ナミアカヒメハナノミ 1 1

(48)  カ ミキ リモ ドキ科   Oedemeridac

種 の同定及び解説は林 靖彦に よる。

1.X anthOChrOa waterhousei HAROLD,  ァォヵミキリモドキ

2.X anthochrOa kato二  てびNO,  ヵトゥカミキリモドキ
3.XanthochrOa caudata KてうNO,  シリナガカミキリモドキ
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Ⅳ

∬

Ⅳ

囲
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２．
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囲

Ⅶ
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Ⅷ

鮒

Ⅸ

Ю 計

1 クチキムシ 2 2

2 ホソアカクチキムシ 23 8 81

3 フナガタクチキムシ 4 7 11



4.XanthOchrOa wadai NAKANE,   ヮダヵミキリモドキ

5丁  XanthOchroa luteipennis MARsEUL,  キバネカミキリモドキ

6. XanthochrOa konoi NAKAN8,  コゥノカミキリモドキ

6` Xanthochroa sn (全 て ♀ )

大部分 は X. kOnOi  と考え られ るが、一部にX, luteipennisと 思われ

るもの も含 まれている。 しか し中間的 な個体や どちらに も属 さないか も分 らな

い個体 があり種名 の決定は出来 なかった。

7, Xanthochroa osawai NAKANE,  ォォサヮカミキリモドキ

8.XanthOchroa hilleri HAROLD,  キィロヵミキリモドキ

9。  XanthOChroa defOrmis LEI S,  ハ ラグ ロカ ミキ リモ ドキ

10。  Xanthochroa antennata LEWI S,ッ ノカミキリモドキ?

11. Oncomerella venosa LEWI S,  マダラカミキリモドキ

12.Oedemeronia manicata LEwI S,  キアシカミキリモドキ

-13-
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咽

飛
　
来
　
率
　

％

・００

附

６０

４０

２０

飛

来

個

体

数

終
倦

8     9     10    11    12

10

没
後

1

時間
2345 6

飛来時刻 と飛来個体数

(48)カ ミキ リモ ドキ科

注 :( )内 は雄の個体数を現わす。

日没時刻 と飛来率

Ⅳ
・６

Ⅳ

出

Ｖ

盟

Ｖ

２

Ｖ

絡

Ⅵ

撚

Ⅵ

あ

Ⅶ

７

Ⅶ

囲

Ⅷ

電

Ⅷ

約

Ⅸ

ｍ 計

1 アオカミキリモドキ
)

1 10 8 20

2 カ トウカミキリモドキ ２

２

飩
９

Ｖ
①

5 8 91

3 シリナガカミキリモ ドキ ８

０ 幻
鶴

蟄
⑤
・９
０

91

4 ワダカミキリモドキ 1 1

5 キバネカミキリモドキ 1
お
③ 1 1 18

6 ヨウノカミキリモ ドキ

(

８

Ｄ
４
０

３

動
17

6′ X anthOchrOa sn 2 10 12 24

7 オオサワカミキリモ ドキ １

っ
1

8 キイロカミキリモ ドキ 5
(1)

２

衛
2 9

9 ハラグロカミキリモドキ ２

か
2

10 ツノカミキリモドキ 1 1

11 マダラカミキリモドキ 14 3 1 2 2 22

12 キアシカミキリモドキ 1 1 2
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(考   察 )

カ ミキ リモ ドキ科の燈火への飛来は 4月 下旬か ら見 られ、 7月 下旬でほぼ終ぅ

た。マダラカミキ リモ ドキが最 も早 く出現 し >X anthoChroaの 上翅の青いグル

ープ→同属の上翅 の黄のグループの順に飛来が始なり、大部分の種類は飛来の初

期に ピークが見 られ、以後、急減及至断減する傾向か ら見て年 1回 の発生であろ

う。種類及び個体数の飛来のピークは 6月 中,下旬であったが 7月 にかいてもか

なうの個体数が見 られた。

X anthochroa属 に於て、コウノカミキ リモ ドキとキバネカミキ リモ ドキの 2

種は比較的 6が多かったが、他の種は ♀が圧倒的に多かった。飛来時期 と96の

関係 を見ると、初期程 6の比率が高い傾向が見 られた。

日没時間と飛来数の関係を見 ると、 日没後 2時間後にピークがあるが、日没後

1時間以内に既に 25%以 上の飛来があり、その後 しだ1/ヽ に減少 し、 6時間後に

は殆 ど飛来 しなくなる。又各回 ともlr&ゞ 同 じ傾向を示すが、 6月 18日 のみは日

没後 1時間内に最高値を示 した。

(49)  ッチハ ン ミヨウ科   Meloidae

この種 は我 々で同定 した。

1. Zonitis iaponicaIP I C,   キイロゲンセイ

(50)ア リモ ドキ科   Anthicidae       .

種 の同定は野村鎮氏
lrcぉ

願ヽ ぃ した。

1.P Seudoleptaleus trigibber MARSEUL,   ミツヒダアリモドキ

2.Anthicus marseuli P I C,  ァヵモンホソアリモドキ

3.Anthicus cohacrus LEWIS,  ムナグロホソアリモドキ

4.AnthicomOrpれ us niponicus LE予FIS,   クロチビアリモドキ

b.Macratria serialis MARSEUL,  ァカクビボソムシ

(51)  ニセクビボッム シ科   Aderidae

種の同定は野村鎮氏 lrcか願 い した。
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即

1.PSeudolotelus japonicus CHAMP IoN,  ャマトニセクビボソムシ

2.SyzetOn brunnidorsis MARSEUL,  セグロニセクビボソムシ

(49)ツ チハンミヨウ科

(50)ア リモ ドキ科

1 ミッヒダアリモ ドキ 2 1 1 4

2 アカモンホソァリモドキ 2 3 5

3 ムナグロホソァリモドキ 1 1

4 クロチビアリモドキ 1 1

5 アカクビボソムシ 1 1 2

(51)ニ セクビボソムシ科

1 ヤマ トニセクビボッムシ
1 1

2 セグロニセクビボソムシ 1 1

(52)カ ミキ リム シ科   C erambycidae

種 の同定及 び解説は野村英世 に よる。

1.P rionus insularis MOTscHuLSKY,  ノコキゴリカミキリ

2.P riOnus sejunctus HAYASH I,  ニセノコギリカミキリ

3.Distenia gracilis BLESsIG,  ホソヵミキリ

4, Spondyttis buprestOides LINNE,   クロヵミキリ

5,C ephala二 Ius unico10r GAHAN,   ッシマムナクボカミキリ

6.Xystrocera g10bOsa OL I VI Bttt,  ァォスジカミキリ

7, Margites fulvidus PAScOE,  キィロミヤマカミキリ

8.P seudacolesthes chrysOthrix BATES,  キマダラヤマカミキリ

ー 16!―

Ⅳ
６

Ⅳ

路

Ｖ

盟

Ｖ

２

Ｖ

路

Ⅵ

８

Ⅵ

あ

Ⅶ

Ｖ

Ⅶ

２３

Ⅷ

３

Ⅷ

知

Ⅸ

ｌ０ 計

1 キイロゲンセイ 2 1 8



9.S tenygrinum quadrinotatum BATES,   ョッボシカミキリ

10.S tenOdryas clavigera BATES,  ァメイロカミキリ

11. C eresium holophaeum BATES,   ョコャマヒメカミキリ

本構はすべて 7月 17日 に飛来 し、大阪市南都で灯火 に飛来す るテツイロヒ

メカ ミキ リは全 〈見 られなかった。

12. Stenhomalus talwanus MATSUSEI TA,  タィヮンメダカカミキリ

岩湧山では本種 と同属 のカツコウメダカカ ミキ リが 5～ 6月 ビーテ ィングに

まつ得 ることが出来 るが、本種はは じめてである。

13. lVresosa longipennis BATES,  ナガゴマフカミキリ

弘。 Sybra flavomaculata BREUNING,   キボシチビカミキリ

本種は 7月 17日 、 日没直後 に一頭 だけ飛来 した もので、 関西では少ない種

である。

15. Pterolophia caudata BATES,   トガリシロオビサビカミキリ

16.Pterolophia japonica BREUNING,   ェゾサビカミキリ

17. P tero10phia annulata CHEVROLAT,   ヮモンサビカミキリ

18.Uraecha bi macぃ lata THOMSON,  ャハズヵミキリ

19.Xenicotela pardalina BATES,  チャボヒゲナガカミキリ

211. Acalolepta fraudatoriX BATES,   ビロゥドカミキリ

21. SOphronica obrioides BATES,   ィボタサビカミキリ

22.Acanthocinus griseus FABR I CI US,   ヒゲナガモモブトカミキリ

23.Leiopus stillatus BATES,  ゴマダラモモブトカミキリ

2/4.ExocentruS galloisi MATSUSEITA,  ガロァヶシカミキリ

25.Exocentrus lineatus BATES,  ァ トモンマルケシカミキリ

26. Eutetrapha ocelota BATES,  ャッメカミキリ

27,Oberea iapOnica THUNB,lt C,  リンゴカミキリ

28.Epiglenea comes BA■ ES,   ヨッキボシカミキリ
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￢]甘
￨十

(52)カ ミキ リムシ科

Ⅳ

・６

Ⅳ

器

Ｖ

盟

Ｖ

２

Ｖ

器

Ⅵ
８

Ⅵ

あ

Ⅶ

17

Ⅶ

２３

Ⅷ

協

Ⅷ

始
Ⅸ
ｌ０ 計

1 ノコギリカミキリ 2 3 8 8

2 エセノコギリカミキリ
1 1

3 ホソカミキリ
1 1 2

4 クロカミキリ 1 1

5 ツシマムナクボカミキリ 2 2 4

6 アオスジカミキリ 1 2 1 4

7 キイロミヤマカミキリ 5 5

8 キマダラヤマカミキリ 1 1

9 ヨツボシカミキリ 18 鰹 7 5 210

10 アメイロカミキリ 6 6

11 ヨコヤマヒメカミキリ 3. 3

12 タイワンメダカカミキリ 1 1

13 ナガゴマフカミキリ
1 1

盟 キボシチビカミキリ 1 1

15 トガ1,シゥにサ→ベキリ 1 1

16 エデ■ ビカミキリ 1 1 2

17 ヮモンサビカミキリ 1 1

18 ヤハズカミキ リ
1 1

19 チヤボヒゲナガカミキリ 1 1

20 ビロウドカミキけ 1 2 1 4

1
21 イボタサビカミキリ 1

22 ヒゲナガモモブトカミキリ 1 1

路 ゴマダラモモブ トカミキリ 1 1

24 ガロアケシカミキリ 1 1

25 ア トモンマルケシカミキリ 1 1

26 ヤツメカミキリ 1 1
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27 リンゴカミキリ 1 1

28 ヨツキボシカミキリ 1 1
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7 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 8

8 0 0 0 0 0 12 60 4 1 0 1 0 78

9 0 0 0 0 1 16 98 5 5 1 2 0 1器

10 0´ 0 0 0 2 盟 7 1 0 2 0 雛

11 0 0 0 6 8 3 3 0 0 0 20
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50

―一一ヨツボシカミキリ

ー－― ヨツボシカミキリ以タトの
ハ カミキリムシ科
/ヽ
/    、
/      、
/      、

＼ヽ

醐
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鮒
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ヽ
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飛 40 飛
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那
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来
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％

/

7891011

＼
ヽ
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12345
没
後

飛来時刻 と飛来率 日没時刻 と飛来率

(考   察 )

カ ミキ リムシ科の飛来は 5月 下旬のキマダラヤマカミキ リrC始 なつ、 9月 のニ

セノコギ リカミキ リまで、 28種 2661団体 と種類数が多いわりに、個体数は少

ない。  しかも総飛来個体数の 80%(210頭 )を 占めるョツボシカ ミキ リ以外

には 10頭以上飛来 した種はない。また飛来種類数のピークは 6月 中旬 と7月 中

。下旬′て:み られるが、両 ピークになたがって出現す る種はな く、いずれの種 も出

現期が非常に短かい (約 1ケ 月間 )こ ととつ、年 1回 の発生 と考え られる。

次に飛来時刻を調べる・と、 ヨツボシカミキ リでは日没 2日寺間後にピークがある。

他の種は飛来個体数が少 ないので断言出来ないが、他の甲虫に よくみ られるよう

に、ある時間帯に集中するようなことはない。
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おヽ わ び

本号で灯火に飛来 した岩湧山の甲虫 も第 4報にな♭衰すが、原稿の書式等が悪 ぐ種

のl口

~」

定者 と解説考が混乱 し、国てをして くださ,た方々にいろいろとごめいわ くをか

け申しわけありません。っぃてはかわびかたがた こゝに次のとおヽ つ訂正させていただ

きます。

(1)下記の文章の末尾に (野村 )を いれる。

VO上  1.Na 2 P,9   下  5行 日   酷似する。

V Ol.2  Ho l P。  2   上  6行 日   一頭飛来 した。

P. 4   上  3行 日   決ぅていない。

P, 8   上  4行 日   一頭だけである。

下 10行 日   次第である。

下  7行 日   決ってい″よい。

下  8行 ロ   テl－ミ来 している。

P. 9   上  2行 日   飛来 している。

上 11行 日   飛来 している。

P,12   下 11行 日  1頭 だけである。

下  1行日   飛来 している。

P.18   上  4行 目  1頭 だけである。

上  8行 日   飛来 しただけである。

下  1行 日   飛来 して1/ヽ る。  '

121 下記の文章の末尾に (久松 )を いれる心

、 VOl。 2  Nは l P,12   下  3行 日   避けた。

P.18   上 10行 日   かもしれないと

P,15   下 12行 自   珍 しい種である。

下  8行 日   稀な種である。
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日本のハネカクシの覚え書き ― ■ ―

林    靖   彦
邦産ハネカクシ科甲虫は記録された種類だけでも854種に及んでいる。  しか しt

れ らの多 くは同定が困難であるばか )で なく、/ブ手布、生態、形態等に関する報告が雇

めて少な1/ヽ 。そこで筆をは手許にある標本を由心に邦産ハネカクシの採集記録、生鸞

形態学的知見やその他参考事項を日人のハネカクシ相解明の資料の,端 として記録 と

ておヽきたい。

稿を進めるに当って常 日頃標本、文献、研究活動等あらゆる面に多大のご援助 を妨

わぅている芝田太一氏並びに沢田高平氏、同好の士伊藤建夫氏を始め貴重な標本を快

よ〈ご提供下された方々に心か ら感謝する

注 T` Lは 日本原摩種の模式産地を示す。

採集考賦採集語録最後のカッコ内に入れた。

P inOphilus属  (ク ビブ トハネカクシ属 )

日本から下記の 4種類が知 られているが、その由で上唇前縁の由央が巾広 〈深 〈弯
入 し雌雄差の明 らかなP。   こavanus及 び P,punctatissi musが 1っ のグループ

を、他の 2種は (後記する特徴lな あるが )各 々別のグルニプを形成する。雄交尾器の

形態は各グループに ょって別属かと思われる程異なnて ぃると

(1)P. javanus ERICnsoN 1839ク ロクビブトハネカクシ(図 1)
16, SASUNA,TSUsHIMA Is,, 31-Ⅶ -1967(S. NISHINA)

:  19, NENBuTsuzA【 A, ditto, 14-Ⅸ -1966(軋 OHTANI)

分布 :  水 州 ,九 州,辻馬 (新 記録 );由 国,ス ンダ諸島,イ ン ド,セ ィ ロン

セ イ ロ ンか ら東南 ア ジァを経 て 日本 衰で分布 している ょうでぁる。 赳馬産 の 2個

体では上唇前縁 のこに1央 が大き〈弯入 している。その弯入部の形をくらべると (即 1

-a)の ようにこの 2個体の間にも著 しぃ差がある。雄の第 8腹板後縁は中央に於
いて小さ 〈切断状で、その由央付近に小さし/、圧痕を有する (図 1-b)。 雌では雄
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のそれ ようゃゃ長 ぐ後方にのび、その先端は丸 くな
っている (図 1と C)

1,  P inOphiluS

2,  P inophilus

8.  P inophilus

4. 'inolph i l us

a`:上 唇 前 縁

jaVanus ER,ICHSON           ・

punctatissimus ShARP

rufipennis sHARP        .

lewiSius SHARP

b.雄第 8榎板後縁  C,雄 第 8腹板後縁

第 1図 .P inOphⅢ よus属 .の 上 唇 と 第 8腹 枚
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 ￨  十

I    I  十 1

(21 P. punctatissittus SHARP 1889(優 型2)

T. L:H itoyoshi(人 吉,熊水県 ),O gura(小 椋池,京都府 )

1♀ , AMBO,YAKU IS., 26,一 Ⅵ-1969(T. AATAYAMA)

分布 :  本州,九州,屋久島 (新記録 );中 国

本種は原記載以降本邦から全 〈記録がないように思われると前種に非常′てIよ 〈

ているが、頭部上面に しわ状の小点刻を密布 して光沢を欠 〈ことによつ容易に区

出来 る。雌の第 8腹板後縁は両外角付近でわずかに弯入 し、中央部が巾広 〈後方

弓形に張出 している (図 2-C)。 雄は知 られていない。本種7D上  前縁は前種

♭巾広 〈ゝ 浅 〈弯入 している (図 2-a)。 本種 もまた南方系の種 と考え られる￨

13)Pe ruFipennis sHARP 1874ア カバ クビブ トハネカク シ (図 3)

T. L:H iOgo(兵 庫 ),N agasaki(長 崎 )

16, AMIMA CHI,IBARAGI,16-vコ ー 1963(Y. K IWIuRAう ; 1

SUMINOE,psAKA,15-測 -1963(Y. IMAI);19,MIYANO―

URA, YAKU IS,, 21-Ⅵ -1969(T. HATAYAMA); 16, TAKAR―

A」 IMA (TOKARA IS.,)な 一Ⅶ -1960(Y, HAMA);866,

SHIMMURA, AMAMI  Ю HsnIMA IS.,24-V-1960 
及 び 26-m―

1954(T, SHIBATA and.To MOHRIう ←);19, KAMETSu, TOK－
uNosnIMA Is,, 27-H-1966(11. NOMURA);l Ex。 , SONAE,

Y()NAKUNI Is.,22-Ⅶ -1964(To ITO)

分布 :  人州,佐疲ケ島,九州,(以 下の諸島は新記録 )屋久島,宝島,奄美5

島,徳之島,与那国島 ;由国

産地による個体変異差は殆 どなし′ヽように思われる。上唇前縁は中央で浅 〈小さ

弯入 している (図 3-a)。 外部形態か ら雌雄の判別は困難であるが次の諸点で匠

別農来 る。雄の第 8腹板は略一様な孤を描いて後へ伸びる (図 3ィ b)の に赳 し
レ

雌のそれは両後外角付近でわずか′こ弯曲 しておヽ つ、雄のもの まつ長 〈後へ伸びる

(図 3-c)。 さ らに筆者の検 したかざ♭では、雄の第 8背板は一様に赤いのに文
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して、雌 のそれは後縁近 〈
l′(~暗色 の横紋 を有 している。採集記録か ら見 て成虫越冬

す る ょ多である。

14)P・  leWiSius SHARP 1874ル イスクビブ トハ ネカクシ (図 4)

T. L:上▼′litzuyama,Nagasaki(長 崎 ) 19,配 To KAMIJI,htt I E,

lo一涎 -1967(Y. LAYAS夏 Iう ;161♀ , KOSUGI DAN正 ,  YAFく U

Is。 ,13及 び 14-監 -1957(Y. KUZUCAttI  Ⅲ

分布 :  六州,伊豆 。御蔵島,九州,昼久島 (新記録 );台湾

本種の上唇前縁賦弱い弓形で「魚央でも弯入 しない (図 4-a)。 第 鳥腹板は、雄

では後縁由央に三角形の大 きくない切れ込みがあつ (図 4-b)、 雌は単純で丸〈

なる (図 4-C)。 筆者は越冬由と考え られる個体 を落葉下か ら得た。

Oedichirus属 (ア リガタハ ネカクシ属 )

本邦か ら34,g類 が知 られている。 P inophilus属 同様、4回体数が非常に少 な1/ヽ 上

に、個体変異差 の大 きいグループなので比較研究が困難である。

(1)0. Iewisius SHARP 1874  クロバ ネア リガかハ ネカクシ

T. L i Shimabara(島 原,長崎県 ) 161C,MI｀ ,N③ DA,I Sit I Kト

WA, 24-X-1962(Y.  質AYA SttI):16,EIRAKURA,血 IE, 25-Ⅶ ―

1966(lVユ . YASUI),19,  ■A l GAhlI NE, AKI, 9-I三 十 1986(T.

IShIHARA半 ); 19, MATSUYAMA, EHIME, 9-xlと -1954 (K.1立■

ORIKAVA業 );1619, NAGATA,YA ttU IS,, 7-Ⅳ -19Sb (M.

YASUI);le, MIYANOURA,ditto, 29-vJ-1966(h.  嶼C)MURn

分布 :  本州,四 国 (新記録 ,ヽ九州,屋久島 (新記録 )

φ  六属由最 も多 く採集 され、分布 も関東地方 にまで達 してし/ヽ る。点刻のl卜」体変異は

著 しく、極端な ものは別慧か と思われる程で あるが、雄の 2次性徴 には大差がない。

屋久島F~て の個体は全体にひ弱 〈、宮 ノ浦産の ものでは上辺会合郎後縁付近にス鮮明

な赤紋 を認 める。また永田産 の個体 瞳上翅の点刻 も密 で、腹部の点刻 の乱れ も少な

いが、雄 の 2次性徴 li本 州の ものに よく似ている。採集記録か ら見て成虫越冬する

屯のでぁろ う。水辺付近の比較的乾燥 した砂賃上の叢 贈1に 見 られ る。

'                  -2ふ ―
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12)Oo idae SHARP 1874

T. L:Mitsuyamtt Nagasaki(長
崎 )

16,RItt YAMATo,osAKA,Ⅲ _1963(Y.IMAI);3♀
9,29及 びK AⅢ

TSU,TOKUNOSttIMA 27■ Ⅲ-19661S。 ,27 and 29-Ⅲ -1966(T, ITO

分布 :  六州 (新記録 ),九州,徳之島 (新記録 )

原記載以後全 く記録が な必 ようでぁるが、前種 に酷似 している為 に混同 され

た可能性が ある。 ShARPは 1889年の論文に於 て別種 である ことを強調 して

が、決め手 になるボイ ン トは充分明 らかにされてぃない ように思 われ る。 0.

wisiusか らは以下の点 で区別 出来 るのではないだろ うか。

………上翅 の点刻は全依 にやゃ小さ く、鞘翅 後縁付近 (大体 1/6ぐ らい )

いて、大体一様 に、  事切密 FC散布 されている。腹節の点刻は よう小 －さく、その
あま う示揃 し/ヽ でな く、配列の乱れ も少 ない。腹節基部 の点刻列の部分はゃゃ光

―

乏しい。雄第 8腹板後縁の巾広い深泳切れ込みはコのの字形に近い。雄交尾器￨

増に4い突起がゎ状である。徳之島の個体は全体に太く、点刻もや粗い。
(al o. kiuchii sAWADA 1 96

T. L:Daiscn,  ■。kushi ma  (大川山 ?徳島県 )

分布 :  四国                       iⅢ 、

原
要載雰後

の謡録はなく、6も 知 られていない。筆考自身も未検であるが、,

は全体が黄褐色なの「で上記の2種から容易に区別できる。       !

X tti… …  久松定成氏のご厚意にょつ検し得た愛媛本学の標本でぁる。末筆なァ
厚 ぐ御ネし申し上げる。
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正    誤    表

第 1巻 にかいて若子のミスプリン トがあり衰したので、下記のとか♭御訂正 ぐフ

レヽ 。

巻号

Vol. 1

Nは 1

VO五。 1

Na 2

頁 行 誤 正

P. 8

1:'.18

P, 16

P。 17

P,19

P. 21

P.22

P,26

中段図

下 10

上  2

上  b

下 17

下   6

上  7

図

図

上  8

O tylus

Octoguttata

二 upillata

p rolixus

塑 ヒラータ

Kurosal

スギヤヒノキ

23の 気 温 15Cの ところに 。

c tyluS

O ctOguttata

pupillata

prOliXus

オオヒライ

kurosal

実線は個体数、点線 は種類数

スギや ヒノキ

P.15

P. 5

下  9

左下図

フチクマグン

は シジミガムシ、点線はキバネ′

シガムシ

フチ生マグン

∥
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シベリアの大将軍が日本海をまたいて日本に上陸 し、寒さもひなしに厳 しさを増

してきなした。岩湧山の灯火に飛来する甲虫の報告 も、順調にす みゝ次号ですべて

終了することになつ、次号からは奈良公園の鹿の糞 に集る糞虫類の報告を順次と♭

あげていく予定です。

今後もこの会誌を充実さを発展させていくために、会員諸氏の研究報告、短報を

どしどしれヽ寄せ ください。

(木 村   記 )

常任幹事

幹   事

林

川津

小西
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智是,

洋良,

木村
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建夫

び い と る ず VOl.2,た 2
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